
格差の広がる迎災地
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仮
設
が
解
消
さ
れ
て
も

し

「
復
興
」
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い

ま
わ
り
が
次
々
復
興
住
宅
に
移
る
中
、
取
り
残
さ
れ

た
仮
設
住
宅
の
人
た
ち
。
せ
っ
か
く
復
興
住
宅
に
移

っ
た
の
に
、
仮
設
で
築
い
た
「
絆
」
が
切
ら
れ
、
寂

し
い
思
い
を
し
て
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
人
た
ち
。

”

震
災

4
年
を
過
ぎ
て
も
蔭
え
な
い
「
心
の
傷
」
．

5
 

ま
す
ま
す
孤
独
な
被
災
者
の
現
状
で
す
。

将
来
の
高
齢
化
社
会
の
課
題
を
現
実
に
見
せ
つ
け

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

し
の
女
性
（
七
d
が
ふ
ろ
場
で
亡

く
な
っ
て
い
る
の
が
見
つ
か
っ

復
興
住
宅
で

た
。
隣
に
住
む
女
性
が
ふ
ろ
場

独
居
女
性
死
亡

午十四い臼戸一
5
月
註
"

ろ
、
神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
し
た
。
神
戸
水
上
署
で
原
因
を

三
の
復
興
住
宅
で
、
一
人
暮
ら
調
べ
て
い
る
。

-n-
・ー一一ー
ー

ニ_-―

「
4
月
の
神
戸
新
聞
記
事
よ
り
」 言

噂

を

知

っ

て

く

だ

□．I

｛“
｛
 

被災地だよリ

●10号

これ以上人災による犠牲者を出さないために

強力な絆を避難所になった神戸の学校現湯から全国へ
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2悉臣・ 2慇想をお寄せCださし9.

季刊発行（次回． 震災45周年7月17日発行予定）

あなたは、 Ii神大重置の真冥を鱚っていますか．鸞っている人
饂らない人も．鼠量といっしょに、この亀重ワールドを鱈檎して

下さい．きっと．いろいるなことがわかるはずです．それでは．
に出かけましょう．

今の被災地の誤題を是非自分たちの

問題として受け止め、一緒に考え、

その問題解決のために行動して頂けるよう、

この被災地便り「絆」を通して発信し続けます。

今後とも引き続きお読みくださり、ご意見・

ご感想を寄せて頂ければ幸いです。

「空港問題の住民投票」の是非を争点に
行われた結果

(P.8) 

公
・

「
神
戸
空
港
・
住
民
投
票
の
会
」
か
ら

こ
の
度
の
統
一
地
方
選
挙
の
結
果
を
受
け
て

寄

せ

ら

れ

た

コ

メ

ン

ト

を

お

知

ら

せ

し

ま

す

。

粂
例
賛
成
前
進

今
こ
そ
大
き
く
署
名
運
駐
を
広
げ
よ
う
！

注
目
の
神
戸
市
会
議
員
選
挙
で
、
市
民
の
審
判
が
下
さ
れ
ま
し
た
。

投
票
率
は

GI.70月
（
前
回
伶

7
)．
で
、
空
港
建
設
を
批
判
し
条
例
制
定
を
求
め
る

議
員
は
公
鏃
席
（
凍
結
を
含
む
）
に
前
進
し
、
逆
に
空
港
賛
成
の
議
員
は
竹
議

席
に
後
退
し
ま
し
た
。
（
改
選
前
反
対
派

q19
．
賛
成
派
り

．）

新
し
い
市
議
会
の
構
成
が
決
ま
っ
た
段
階
で
の
議
会
で
の
新
た
な
取
組
を
進
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
は
、
現
在
遂
行
中
の
対
運
輸
省
、D

 

・
環
境
庁
署
名
を
本
格
的
に
拡
大
し
て
い
く
必
要
が
一
層
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
市
議
選
で
の
前
進
を
バ
ネ
に
各
区
、
各
団
体
で
速
や
か
に
署
名
活
動
な
ど
I

取
組
の
方
針
を
具
体
化
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
（
次
ペ
ー
ジ
ヘ
）

¥
＼

’.l
¥
 
•• 
≫
.
 

ク
5
月

1

日
の
予

ー

(

¥

.、．
i
lー
＼

＼

＇、J

一
人
暮
ら
し
の

57歳
男
性
自
殺

令
＂
神
戸
・
西
区
の
仮
設

十
三
日
午
後
二
時
十
分
ご

ろ
、
神
戸
市
西
区
室
谷
一
の
仮

設
室
谷
第
三
住
宅
で
、
一
人
石

ら
し
の
無
職
男
性
含
七
）
が
竃
気

コ
ー
ド
で
首
を
つ
っ
て
死
ん
で

い
る
の
を
市
職
員
が
発
見
し

た。
神
戸
西
署
に
よ
る
と
、
死
後

約
十
日
。
遺
書
な
ど
は
な
い
が
、

自
殺
と
み
て
調
べ
て
い
る
。
男

性
は
神
戸
市
灘
区
で
被
災
し
、

一
九
九
五
年
五
月
、
同
仮
設
に

入
居
。
来
月
に
は
芦
屋
市
の
公

営
住
宅
に
入
居
す
る
予
定
だ
っ

た
が
、
手
続
き
な
ど
の
連
絡
が

神
戸
市
に
な
い
た
め
、
職
員
が

自
宅
を
訪
れ
た
。

近
所
の
住
民
ら
に
よ
る
と
、

男
性
は
一
年
ほ
ど
前
、
勤
務
先

の
会
社
が
劉
産
、
失
業
中
だ
っ

た
と
い
う
。
親
し
い
住
民
の
一

人
は
「
二
週
間
ほ
ど
前
に
会
っ

た
と
き
は
元
気
だ
っ
た
。
入
居

先
の
近
くj
の
職
業
安
定
所
に
行

く
と
言
っ
て
い
た
の
に
：．
」
と

話
し
て
い
た
。

寛支．→か打哀奴‘り

京郭市立桃山東小学校6年2岨

1 9 9 9年3月卒業製作

夭
「
神
戸
空
港
・
住
民
投
票
の
会
」
は
、

震
災
の
教
訓
〈
復
興
の
街
づ
く
り
は

「
大
事
な
こ
と
は
み
ん
な
で
決
め
よ
う
」
）

を
合
い
言
葉
に
、
神
戸
空
港
問
題
を
、

住
民
投
票
で
決
め
る
こ
と
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に

運
動
を
進
め
て
い
ま
す
，

〔
大
震
災
〕
を
、
学
習
し
た
京
都
の

6
年
生
が

卒
業
製
作
で
作
っ
た
〔
マ
ン
ガ
〕
が
送
ら
れ
て

き
た
の
で
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

ユ
ニ
ク
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
が
登
場
し
、

自
然
に
院
み
進
ん
で
い
く
工
夫
に
び
っ
く
り
で
す
。

．
 

． 
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「住民投票の会」では、 3月中旬各区の会・団体の代表者36名が上京L、
1月から集めた署名34983筆を運輸省・環境庁に届けま Lた。
2度目の運輪大臣との会見、環境庁とも 2時間の折衝を行う中で、
神戸の運動が、「議会の住民投票否決で、決Lて終わっていない」ことを
行動で示すことになりま Lた。
（その後、環境庁への運輸省からの意見照会が行われ、現在その調査に入る

段階です。結果がでるまでにかかる時間を有効に使い、今後さらに署名運動を

広げていく必要性を確認Lています）

臼

、・

ー

＇

•9 

9. 

.9

,

＇‘ー

＇

-
-¥ll.し` ョナ・唸入．忍ミこ-

全教神戸でも、この会報「絆」その他で全国的に署名を呼びかけたところ、

青森・京都・県下の姫路・尼崎・北播•西宮などから多数の署名が現在も寄せ
られています。それぞれの街の課題に結びつけ「住民投票」の問題意識の高ま

りを感じます。 5月の第2次集約に向け引き続きご協力をお願いします。

--―---
―•一••9 ●● 9 99 

9_、•

呻呟疱心
ムダな、投噸？
＜蒔給絃~恥¢迅でも〉

今回の市会議員選挙の結果、市会の勢力分野が変わったにもかかわらず、

現市長は、「空港問題は決着済み」とし、市民の声を聞く耳を持とうとしてい

ません。下記の記事は全国的な経済不況の中で、これまでの大型開発プロジェ

クトでは乗り越えられない深刻な事態であることを示唆しています。その事に

早く気がつくかどうかで将来に大きく影響する大切な転換期でもあります。

先
日
、
「
日
本

経
済
再
生
へ
の
載

略
j

と
題
し
た
経

．

済
戟
略
会
議
（
小

渕
首
相
の
諮
問
磯

関
）
の
最
霰
答
申

が
公
表
さ
れ
た
。
こ
れ
だ
け
テ

ー
マ
が
大
き
く
な
る
と
、
蓑
道

も
と
か
く
総
綸
に
傾
き
が
ち

だ
。
し
か
し
記
者
会
見
で
は
、

具
体
的
な
や
り
取
り
も
あ
っ
た

▼
た
と
え
ば
、
神
戸
市
が
建
設

を
計
画
し
て
い
る
「
神
戸
空

溶
j

問
闘
。
答
申
に
ば
江
戸
の

コ
の
字
も
出
て
こ
な
い
け
れ

と
、
戟
略
会
議
は
事
実
上
「
ノ

ー
」
の
立
場
な
の
で
あ
る
。
東

京
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
会
見

で
、
樋
口
広
太
郎
議
長
（
ア
サ

ヒ
ピ
ー
ル
名
誉
会
長
）
は
「
従

来
型
の
公
共
事
業
を
許
す
の

か
。
神
戸
空
港
に
つ
い
て
は
と

う
か
j

と
い
う
問
い
に
、
つ
ぎ

の
よ
う
に
語
っ
た
▼
「
わ
れ
わ

れ
は
（
神
戸
空
溶
が
）
必
要
か

と
う
か
、
新
幹
線
の
利
用
客
数

な
と
い
ろ
い
ろ
と
分
析
し
た
」

二
つ
ひ
と
つ
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
た
と
え
ば
神
戸
市
議
会

な
り
神
戸
市
長
の
問
題
だ
。
し

か
し
わ
れ
わ
れ
は
、
公
共
事
業

の
整
傭
は
（
自
治
体
単
位
で
な

‘.‘
 ＿二
｀

ー―

恒直〕阿

く
）
広
域
プ
ロ
ッ
ク
で
し

て
も
ら
い
た
い
、
と
い
ろ
立
場

だ
J

▼
な
ぜ
、
広
H
ヲ
ロ
ッ
ク

で
躙
整
せ
よ
、
と
い
う
の
だ
ろ

う
。
そ
れ
は
「
（
自
梧
圧
g
軍・位

の
空
港
で
は
）
自
治
体
の
赤
字

が
膨
ら
む
ろ
え
、
費
用
対
効
果

が
悪
い
と
瓢
念
し
て
い
る
か
ら

だ
」
「
答
申
で
は
分
散
し
て
●

い
て
あ
る
の
で
わ
か
り
に
く
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
こ
と

を
•

こ
れ
で
も
か
こ
れ
で
も

か
、
と
書
い
た
つ
も
り
。
新
聞

な
と
で
も
強
潤
し
て
ほ
し
い
。

こ
れ
は
政
活
の
問
題
で
あ
る
と

と
も
に
、
世
論
の
問
題
な
の

だ
」
▼
そ
こ
ま
で
言
ろ
の
な

ら
、
な
ぜ
笞
申
に
「
神
戸
」
と

い
う
具
体
的
な
名
前
を
出
さ
な

か
っ
た
の
か
、
と
賓
問
が
飛
ん

だ
。
樋
口
氏
は
吝
え
た
。
「
け

ん
か
を
売
れ
ば
い
い
か
も
し
れ

な
い
。
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
の
役

劉
は
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
し
か

し
、
事
饗
の
繋
迫
度
を
見
て
、

踏
み
込
ん
で
●
い
た
つ
も
り

だ
」
▼
公
共
事
案
の
長
期
計
画

を
見
直
し
て
、
各
地
が
バ
ラ
パ

ラ
に
逮
め
る
無
駄
な
投
賣
を
改

め
よ
。
そ
れ
が
戟
略
会
議
の
提

言
の
一
っ
だ
。
そ
の
通
り
だ
と

思
う
。
「
神
戸
空
港
」
は
、
ま

さ
に
無
駄
な
投
賣
に
当
た
る
。

(P, 2) 

25年前、直下型大地震が神戸に来ることを知っていながら
街づくりをしなかった結果、大変な被害がでましt

、それに見合う

こ。この震災の教訓が生かさ
れないで、相変わらず［株式会社神戸］的発想で、「

する空港」を進めようとし、その問題点を見ようとしない
バラ色の夢ばかりを宣伝

長の姿勢」に、確実に批判の声が広がっています。
「神戸市政」「現市

「空港」の持つ問題を解決するために、住民の直接の意志ができるだけ反映
できる風通しのよい市政になるよ

求められます。 •9.— 
う、引き続き関心を持って運動を進める事が

-． 』。

神戸の子どもたちは今》<、

新学期を、期待と不安の入り交じった気持ちでスタートした子どもたちです

が、新1年生を迎えることで、どの子達も確実に 1つ大きくなった顔を見せま

す。子ども同士の教育力の大きさに感心する時期でもあります。この顔•この ．
姿が前向きに成長できるよう、その期待に応えられる環境づくりが私たち大人

の仕事であると、新たな気持ちになってスタートしたところです。

神戸では昨年に引き続き、「震災復 ・

興教員」 13 9名が、震災の復興を

進めるために加配されました。

現場では、子どもたち一人一人の

声に耳を傾け、それぞれの課題に納

得して取り組める「ゆとり」が求め

られています。
しかし新年度スクートから追われ

るような毎日です。例年の予定され

た行事に加え、新たな課題「新教育

課程」の研修が入り、ますますその

忙しさに拍車がかかっています。

昨年3学級だったところが、 1名

転出したために 2学級になり、改め

て、昨年の「ゆとりの有り難さ」と、

子どもの声が聞けない今d忙し屯を
実感した先生の声を聞きます。

隣湿、

., 

新1年生の保護者がつくづく校舎
を見ているので話を聞くと、「懐かし

いです。震災の時この廊下でしばら

く過ごしました。おばあちゃん達は

図書室でお世話になりました。入学

した子どもが 3つの時、ここで知り

合ったお友達と一緒のクラスになっ

たと喜んでいます。」震災のことを小

さい子どもながらしつかり覚えてい

る話を聞きました。震災後経済的な

事情から被災地を離れていった子ど

ももいます。

被災地はもちろん、被災地に限ら

ず、教育的配慮の必要ないろんな子

どもたちの心のケア、そして親の声を

聞いたり、忙しい担任教師のサポー

ト役として「復興担当教員」の活躍

が今年度も望まれるところです。

(P. 3) 



「神戸のなおちゃんたち」 小学校卒業

震災当時2年生だった子どもたちが、この3月小学校を巣立って

いきました。当時の子どもたちの頑張った姿を、主人公なおちゃん

としてお話「神戸のなおちゃん」にまとめ、全国に発信したのが、

今から 3年前です。

その後それぞれの家庭の事情、住んでいる環境の違い、被災した

心の傷をひきずりながらも小学校を卒業するまでに成長したお互い

を確かめたくて、小学校を卒業した翌日の3月25日、早速第一回

2年生同窓会を開きました。

当時2年1組の呼びかけで親子併せて 90人程が集まりました。

遠く広島から、埼玉からも来ました。

4年ぶりに会った「なおちゃんたち」でした。短い時間でしたが

渠災前後の思い出を語り合える仲間として「これからも集まりたい」

思いを多くの子どもたちが寄せてくれたのが何よりでした。

「続 ・神戸のなおちゃん」をその主人公たちに手渡し、一層たのも

しくなった姿で中学校に見送ることができ、うれしいひとときが過

ごせました。

参加できなかった友だちにもこの様子を必ず伝えたい気持ちを強

くしたものです。（当時2年1組担任）

震災4周年を迎えて、神戸の復興の課題をお話にまとめた

「続•こうべのなおちゃん」
なおちゃんのメッセージが全国に発信されています。

自分たちの街の課題として受け止め、地元の敏貪活動に

実践された様子が届吉ましたので紹介します。

隈 （飩9) (”39ー
小林市の市立小林小

昂頭郵便物に0」

を思
「おはなしの会」と同小が企画

う心を

新しい校舎の前で、主人公の「なおちゃん」達。

一
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阪
神
大
震
災
で
被
災
の
少
女
描
く

神
戸
直
問
の
小
学
校
教
諭
池
兄
宏
子
さ
ん
が
阪
神
大
震
災
当
時
、
担
圧
を
し
て
い
た
小
学
校
二
年
生
の
少
女
を
モ
デ
ル
に

因
い
た
物
語
「
神
戸
の
な
お
ち
ゃ
ん
」
が
、
人
形
劇
に
な
っ
て
小
林
市
の
市
立
小
林
小
で
上
演
さ
れ
た
。
同
小
で
絵
本
の
読
み

曲
か
せ
を
し
て
い
る
「
お
は
な
し
の
会
J

(
山
下
町
子
代
表
）
と
同
小
の
企
画
で
、
霰
災
に
よ
っ
て
神
戸
の
街
を
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
な
お
ち
ゃ
ん
を
通
じ
、
ふ
る
さ
と
や
地
球
に
思
い
を
致
す
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
、
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
。

生
。
地
霞
で
崩
れ
た
校
舎
は
再
苦
し
め
る
「
震
災
」
を
通
じ
、

述
さ
れ
た
が
、
避
難
し
た
反
人
神
戸
の
街
を
考
え
る
内
容
に
か

は
ま
だ
戻
っ
て
い
な
か
っ
た
っ
て
い
る
。

り
、
仮
設
住
宅
で
特
別
養
護
老
人
形
劇
は
続
編
も
含
め
た
樗

人
ホ
ー
ム
の
入
居
を
待
つ
高
齢
成
と
な
っ
て
お
り
、
な
お
ち
ゃ

者
が
い
た
り
と
、
今
も
人
々
を
ん
と
同
じ
六
年
生
約
百
三
十
人

ヽ

貞

ヽ

が

見

た

。
池
見
さ
ん
か
ら
は

麻

I

人
の
臨
か
さ
に
拭
づ
き
、
自

分
た
ち
の
住
ん
て
い
る
町
を
大

．
切
に
過
こ
し
て
下
さ
い
」
と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
寄
せ
ら
れ
た
。

奮
劇
を
見
た
池
上
千
紗
さ
ん
は

「
私
は
、
な
お
ち
ゃ
ん
の
よ
う

[
？

に
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
け
る

の
か
な
j‘

寵
弥
生
さ
ん
は

「
ゴ
ミ
拾
い
な
と
自
分
に
も
で

．

．

 

き
る
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た

．

い
」
と
話
し
た
。

お
は
な
し
会
は
、
同
小
の
保

・

護

者

が

中

心

と

な

り

、

毎

週

一

回
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
し
て

，
い
る
。
人
形
劇
は
初
め
て
の
試

み
で
、
一
月
の
後
半
か
ら
す
べ

喜

に

は

、

被

災

し

た

な

お

て

の

人

形

を

手

作

り

で

そ

ろ

函

一

ち

ゃ

ん

が

家

族

や

地

房

人

、

え

、

三

臼

に

一

度

の

ペ

ー

ス

で

畠
か
ら
集
ま
っ
て
き
た
ポ
ラ

人
形
劇
に
見
入
る
子
供
た
ち
11
小
林
市
細
野
の
小
林
小
で
練
習
を
重
ね
て
き
た
。
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ふるさと

ー
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
の
助
け

や
、
励
ま
し
の
千
紙
に
よ
っ

て
、
面
張
る
姿
が
描
か
れ
て
い

-
Q
0
 今
什
一
月
十
七
日
に
は
続
編

が
出
た
。
な
お
ち
ゃ
ん
は
六
年

t
,-

土
'

r
S
-

！
，
和

,
h
↑0・

r

、
ー

9-
,-•,~ 

·’~ 

急がれる、 震災が風1ヒしない取り姐み！！

震災当時在校していた子どもたちが、今年度の6年生で最後になります。

震災が風化し過去のものになってしまわないよう、その教調を形にして

残す取組がそれぞれの街、学校で急がれます。

（それぞれの学校での実践をお知らせください。お丘いに交流しあいまじょう。「震災Jに関する資料など協力します。

全教神戸苔記局・「絆Ja;集係まで問い合わせください） ・・・ (p8に、寄せられた実践の一部を掲載）

P.4-) 

この「なおちゃん人形」が、神戸に里帰り…•
手づくりの大きななおちゃん人形が、神戸に送られてきました。

．忘れたい震災の体験も「なおちゃんの話」の中で素直に話せる

子どもたちです。そのなおちゃんがお話の中だけではなく、大き

な人形になって自分たちの目の前に現れたのですから驚きと喜び

で大騒ぎ、たちまち人気者になりました。
. (P.5) 
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地震防災と理科教育・
-1995年兵庫県南部地震が学校と教育に突き付けた課題一

シリーズ6
（地質学論集

地域を対象にした

学校

研究と教材化

「地域に根ざす」ということは、

教師自身が地域の自然を研究の対象

として、子どもたちゃ仲間と共に調

べていく過程も含んでいる。

地域学習は、すでに調査された

立派な研究成果があって、それを焼

き直して教えるというものではない。

子どもたちの学習にとって、「自ら自

然に働きかける」事が重要であるの

と同じように、教師にとっても「自

ら調べる」事は決定的に重要な意贔

を持ち、教える内容に豊かさと重み

をもたらすことだろう。

ヽ

櫨谷中学校・貴本 格

第51号よリ）

地域に根ざす大地の学習が全国の

多くの学校で行われるためには、専

門の研究者と大学・博物館などの研

究機関の役割は決定的である。かり

に、文部省が指導要領を改めたり、

教育委員会が「地域学習の重視」と

指示を出したとしても、地域に根ざ

す大地の学習は簡単にできることで

はない。
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現
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程
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接
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て
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を
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る
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過

と

の
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究

践
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付
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新

い

然

・

習

て

材

置

よ

ら

て

自

く

学

れ

位

も

校

と

研

実

・

素

こ

の

が
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や
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、

域

和

ど

な

担

階

理

容
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究
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高
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的
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、

秘

加

学
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体
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日

中

が

質
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強

者

全

遍
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役
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学
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地

た

が

究

で

春
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完

．

の

と

研

点

が

を

す

も

し

か

え

に

学

研

形

化

こ

、

視

性

か

供

ど

＜

ゎ

考

め

小

の

地

材

く

時

な

殊

る

提

子

そ

・

を

た

る

門

の

教

い

の

ル

特

あ

を

は

に

く

成

の

い

専

域

の

て

そ

バ

の

で

楓

鋳

程

ろ

構

そ

て

と

地

そ

っ

一

そ

れ

情

教

過

し

の

い

ー
・・

'|
|
I
tーー
ー

ー

ー

1
＼

ー

ー

ー

iー
1

1

1ー
ー

ー

ー

t.i
，ー（

？

.I
1

r'
`

:1

、’

'し

ー

-［

r-

研究者や研究機関は、自分の研究

テーマの他に、自分の勤務地・居住

地の地形・地質をもう一つの研究対

象とする、という態度が必要なので

はないだろうか。「地元のことを知り

つくした地元の研究者」の存在が求

められている。日本の各地で、そん

な研究者が数輝と結びついて、それ

ぞれの地域の特殊性と地域の課題を

ふまえた、自分たちの「手づくり」「草

の根」数科書が作られていくことを

追求したいものである。

そこでは地域を挟い意味の地域に閉

じ込めず、日本列島も地球の中の地

域であり、地球も宇宙の中の地域で

あるという視点からの幅広い学習の

中に位置付けることを忘れないよう

にしたい。

次回は、「学校被害と防災対策」について掲載します。

それは初等・中等表育の湯でだけ行

われることではなく、博物館などの

誓及活動も含めた広い意味での市民

的な学習運動の一つとして位置付け

られて、市民の「自分の住む大地の

ことを知る権利」「自分たちのまわり

の自然を知って、自然と命を守る権

利」を保障することにつながってい

くものではないだろうか。 ・

_ .,I 

淡路に震災復興へのシンポル

“北淡町震災記念公園”
4月にオープン！

今回の地震で鍮表に現れた野島翫層を学楯資料として

保存する「斬層保存鱚Jと淡路の新鮮なさかなや野棄を
中心にオリ ジナルメニューでお迎えするレストラン・

物産鮪が4月にオープンします。

さらに平成12年には防災教育などを体顧できる地婁科

学鱚が111l館します。

• ~ - -— 
9 9 

こ`

ー野島断層上の住宅を保存・公開へ
- | 

こ
と
を
思
い
出
し
つ
ら
く
な
っ
て

.f2途
中
で
出
た
と
い
う
話
を
読
み
ま

震
災
体
験
II

の
）
7

風

化

へ

警

鐘

を

内

‘

し

た

。

n
f
高

田

史

拓

益

阪

神

・

淡

竪

＾

震

塁

を

体

験

ほ
ょ
（
公
賣
加
古
川
市
）
た
者
に
と
っ
て
は
だ
れ
も
が
思
い

貸
夕
刊
の
「
イ
イ
ミ
ミ
」
出
し
た
く
な
い
、
で
き
る
も
の
な

欄

P
兵
庫
区
で
裔
し
た
方
が
淡
ら
忘
れ
て
し
ま
い
た
い
、
つ
ら
い

鷺
の
野
島
断
層
保
存
館
を
お
と
体
験
で
す
。
．

し
か
し
、
こ
の
体
験
を
こ
の
ま

ず
れ
た
が
館
内
に
震
示
し
て
あ
っ
・

ま
風
化
さ
せ
て
い
い
の
だ
ろ
う
か

た
、
震
災
直
後
の
写
真
を
見
て
当

時
の
こ
と
や
亡
く
な
っ
た
友
人
の
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
四
年
た
っ

．． 

た
今
で
も
多
く
の
被
災
者
が
病
気

や
経
済
的
負
担
で
苦
し
ん
で
い
る

な
か
で
支
援
策
等
が
次
々
と
打
ち

切
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
危
磯

喜
が
な
さ
れ
大
災
害
が
起
こ
っ

た
時
の
防
災
や
救
助
の
シ
ス
テ
ム

が
整
っ
た
と
は
到
底
想
え
ま
せ

。
こ
の
ま
ま
で
は
無
念
な
思
い

んで
亡
く
な
っ
た
人
が
浮
か
ば
れ
ま

せ
ん
。保
存
館
で
は
震
災
体
験
を
風
化

さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
い
つ
お
こ

る
か
わ
か
ら
な
い
自
然
災
害
へ
の

防
災
意
識
を
喚
起
す
る
憲
味
で
．

も
、
暉
設
の
充
実
を
は
か
リ
警
鍾

を
な
ら
し
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

(p.'1） 


